
①複数クラウドを使い分け ②クラウドを利用したアプリ開発 ③災害対策

◆ ハイブリッドクラウドをご検討の皆さま、こんなお悩みありませんか？

お客さまのお悩みはストレージが解決します！

• データ転送に時間がかかったり、エラーが発生することがある

• パブリッククラウドへのデータ持ち出しはセキュリティが不安

利用目的に合わせ

複数クラウドを使い分け

VSP One
SDS Cloud

VSP One
Block

お悩み：

✓ ツールを使用したファイル単位のデータ

転送だと、時間がかかったり、エラーが
発生することがある

✓ アプリケーションごとに暗号化機能が
異なるため、実装や確認が必要

解決策：

• ファイルのサイズや数に影響されず、ブ

ロック差分で高速・確実にデータ転送
可能

• クラウドに転送したデータは、ストレージ

の機能で暗号化して格納することが可

能なため、アプリケーションごとに実装・
確認が不要

お悩み：

✓ アプリ開発環境で常に最新の開発・

テスト用データを利用したいが、クラウド
への手動での転送は手間がかかる

✓開発時にデータを大量に複製すると、
ストレージコストが増える

解決策：

• ストレージのデータコピー機能により、ブ
ロック差分で高速転送が可能

• クラウドのアプリ開発環境にて、スナップ

ショット機能により、ストレージコストを
気にせず、テストデータの複製が可能

お悩み：

✓ データベースのソフトウェアでデータコピー

する場合、コピーの仕方が異なるため、
検証・確認が必要

✓災対運用をクラウドに継続したいが、

今までの運用から変わるため、ツール
やドキュメントの開発が必要

解決策：

• ストレージ機能でデータをコピーすることが

可能なため、データベースのソフトウェア

ごとにデータコピーの検証、互換性の確
認などが不要

• オンプレミスにて蓄積してきた災対運用

のノウハウやツール・ドキュメントがクラウ
ドでも活用可能

災対サイトのクラウド化

VSP One
SDS Cloud

VSP One
Block

クラウドリソースを活用した

アプリ開発

VSP One
SDS Cloud

VSP One
Block

◆ ハイブリッドクラウドでの利用シーン

クラウド上にもソフトウェアストレージを提供することで、

オンプレミスストレージ間とのデータ転送やクラウドのデータ暗号化を実現

日立ストレージソリューション

ソフトウェアストレージ

ハイブリッドクラウドを実現するソフトウェアストレージ

Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Cloud



利用方法 お客さま自身で運用 日立で運用するマネージドサービス

利用

イメージ

提供対象 • VSP One SDS Cloud のライセンス (サポート含む)
• VSP One SDS Cloud のライセンス (サポート含む)
• パブリッククラウドのインフラ

• パブリッククラウドのインフラ運用

提供価格

1 高速・確実なデータ転送

• ストレージで確実なデータ転送を担保

• 差分データのみブロック単位でデータをコピー

2 機密データを安心してクラウドに格納

• ストレージの機能により、データを暗号化して格納可能

• 暗号化されたデータは、クラウド事業者などでも読み

取れない

3 ストレージコストを削減

• シンプロビジョニング/圧縮により、

ブロックストレージサービスのコストを抑えられる

• 圧縮により、実使用量を平均1/2*に削減

本製品に関するお問い合わせはこちら

■インターネットでのお問い合わせ
https://www.hitachi.co.jp/products/it/storage - solutions/inquiry/index.html
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◆以下の2種類の利用方法から選択いただけます

◆ VSP One SDS Cloud とは

• ソフトウェアでストレージを構成する、ソフトウェア・デファインド・
ストレージ (SDS)

• ストレージソフトウェアがクラウドのブロックストレージサービスを
束ね、仮想的なストレージを作成

￥380,000 ～/月 ￥2,700,000 ～/月
（条件：30TB 、 サポート[平日]、 AWS 環境)  (条件：30TB 、サポート[平日]、AWS 環境、Multi - AZ 利用)

◆ 3つの特長
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* 「Hitachi Virtual Storage Platform One SDS Cloud」のデータ圧縮を有効にした場合のデータ削減率です。対象となるデータの種類により、削減率は異なります。
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